
被
爆
地
か
ら
み
る
日
中
関
係
の
い
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

小
倉

お

ぐ

ら 

孝 た
か

保 や
す

（
毎
日
新
聞
外
信
部
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

   

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
・
リ
バ
ー
に
面
し
た
国
連
本
部
が
最
も
熱
く
な
る
の
は
、
９
月
後
半
か
ら
ク
リ

ス
マ
ス
ま
で
の
約
３
カ
月
で
あ
る
。
加
盟
各
国
首
脳
を
招
い
た
一
般
討
論
演
説
に
始
ま
り
、
国
連
総
会
の
各
委

員
会
で
多
数
の
決
議
が
採
択
さ
れ
る
。
世
界
中
か
ら
外
交
官
が
結
集
し
、
自
国
主
導
の
決
議
案
を
通
そ
う
と
激

し
い
外
交
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
今
年
は
こ
こ
で
も
日
本
と
中
国
が
対
立
し
た
。 

 

国
連
創
設
70
年
の
今
年
、
日
本
が
最
も
力
を
入
れ
た
の
が
、
核
兵
器
の
全
廃
を
目
指
す
決
議
案
の
採
択
だ
っ

た
。
日
本
は
１
９
９
４
年
か
ら
毎
年
、
同
種
の
決
議
案
を
国
連
総
会
第
１
委
員
会
（
軍
縮
・
国
際
安
全
保
障
）

に
提
出
し
、
多
数
の
支
持
を
得
て
採
択
さ
せ
て
い
る
。
中
国
は
94
年
以
来
初
め
て
、
こ
の
決
議
案
に
反
対
し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
各
国
の
指
導
者
や
若
者
ら
に
、
被
爆
地
訪
問
を
促
す
内
容
が
初
め
て
決
議
案
に
盛
り
込

ま
れ
た
た
め
だ
っ
た
。 

 

決
議
案
の
採
決
前
に
、
中
国
の
傅
聡
軍
縮
大
使
は
反
対
理
由
を
こ
う
説
明
し
た
。 

 

「
我
々
は
、
広
島
と
長
崎
で
（
原
爆
の
）
被
害
に
遭
っ
た
人
々
に
深
く
同
情
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
道
問

題
が
、
特
定
の
国
に
よ
っ
て
歴
史
を
ゆ
が
め
る
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
を
見
た
く
な
い
」 

 

「
こ
の
悲
劇
は
日
本
に
よ
る
侵
略
戦
争
の
結
果
で
あ
り
、
原
因
は
日
本
の
軍
国
主
義
者
に
あ
る
」 

 

「
日
本
の
侵
略
で
中
国
だ
け
で
３
５
０
０
万
人
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
そ
の
多
く
は
日
本
軍
の
国
際
法
に
反

す
る
化
学
・
生
物
兵
器
の
大
規
模
使
用
の
犠
牲
者
だ
」 

 

一
方
、
日
本
の
佐
野
利
男
軍
縮
大
使
は
こ
う
反
論
し
た
。 

 

「
戦
時
中
の
過
去
の
出
来
事
や
特
定
の
事
柄
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
建
設
的
で
な
い
。
今
こ
そ
、
日
中
が

協
力
し
て
、
将
来
の
核
軍
縮
に
つ
な
げ
る
未
来
志
向
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
だ
」 

 

こ
れ
に
傅
聡
大
使
は
こ
う
再
反
論
し
た
。 

 

「
過
去
の
出
来
事
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
広
島
、
長
崎
を
持
ち
出
す
日
本
で
あ
る
。
我
々
も
未
来
を
志
向

す
る
用
意
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い
歴
史
認
識
を
基
礎
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 

 

傅
聡
大
使
が
国
際
会
議
の
場
に
し
て
は
か
な
り
き
つ
い
表
現
を
使
い
、
し
か
も
日
本
側
か
ら
み
れ
ば
や
や
根

拠
の
薄
い
被
害
者
数
を
挙
げ
た
一
方
、
佐
野
大
使
の
表
現
は
マ
イ
ル
ド
で
抑
制
的
だ
っ
た
。
む
き
に
な
る
必
要

は
な
い
が
、
佐
野
大
使
に
や
ん
わ
り
と
で
も
触
れ
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
中
国
指
導
者
が
す
で
に
被
爆



地
を
訪
問
し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。
中
国
共
産
党
の
胡
耀
邦
総
書
記
（
当
時
）
は
１
９
８
３
年

1
1

月
に
長

崎
・
平
和
公
園
を
訪
問
し
、
平
和
祈
念
像
に
献
花
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
贈
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
実
際
、

中
国
は
２
年
後
、
平
和
を
願
う
「
乙
女
の
像
」
を
長
崎
市
に
寄
贈
し
、
こ
れ
は
今
も
平
和
公
園
内
に
建
っ
て
い

る
。 

 

日
本
と
中
国
が
国
交
を
正
常
化
し
た
の
は
72
年
。
北
京
を
訪
問
し
た
田
中
角
栄
首
相
（
同
）
と
周
恩
来
首
相

（
同
）
は
力
強
く
握
手
し
、
笑
顔
の
二
人
は
杯
を
高
ら
か
に
飲
み
干
し
た
。
中
国
は
２
頭
の
パ
ン
ダ
を
日
本
に

贈
り
、
上
野
動
物
園
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
日
本
人
の
親
中
感
情
は
一
気
に
高
ま
り
、
そ
の
後
、
両
国
関

係
は
順
調
に
深
化
し
た
。
指
導
者
同
士
の
個
人
的
関
係
も
良
好
で
、
日
本
と
の
関
係
を
重
視
し
た
胡
耀
邦
総
書

記
は
、
83
年
に
は
国
会
で
演
説
も
し
て
い
る
。
総
書
記
の
長
崎
訪
問
も
そ
う
し
た
友
好
関
係
の
中
で
行
わ
れ
た

の
だ
。 

 

し
か
し
、
両
国
関
係
は
そ
の
後
、
困
難
な
時
代
に
入
る
。
中
曽
根
康
弘
首
相
（
同
）
が
85
年
８
月
15
日
に

靖
国
神
社
に
公
式
参
拝
し
た
こ
と
に
中
国
が
反
発
。
さ
ら
に
89
年
６
月
の
天
安
門
事
件
で
危
機
感
を
持
っ
た
中

国
共
産
党
は
、
自
分
た
ち
の
求
心
力
を
高
め
る
目
的
も
あ
っ
て
、
国
民
に
対
す
る
反
日
的
な
愛
国
主
義
教
育
に

力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
や
歴
史
認
識
が
ネ

ッ
ク
に
な
り
両
国
は
関
係
改
善
に
成
功
し
て
い
な
い
。
国
連
で
の
傅
聡
大
使
の
発
言
も
、
こ
の
流
れ
の
中
で
み

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

核
兵
器
の
全
廃
を
目
指
す
決
議
案
は
結
局
、
国
連
の
第
１
委
員
会
で
１
５
６
カ
国
が
賛
成
し
て
採
択
さ
れ
た
。

反
対
は
中
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
３
カ
国
。
米
国
や
英
国
な
ど
17
カ
国
が
棄
権
し
た
。 

 

中
国
か
ら
送
ら
れ
た
「
乙
女
の
像
」
裏
の
大
理
石
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
あ
る
。「
百
折
千
回
心
不
退
」。「
百

回
の
曲
折
が
あ
っ
て
も
、
心
は
か
わ
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
傅
聡
大
使
の
強
硬
姿
勢
を
み
て
も
な
お
、

私
は
中
国
指
導
者
が
再
び
被
爆
地
を
訪
れ
る
日
は
来
る
と
信
じ
て
い
る
。「
乙
女
の
像
」
裏
の
言
葉
が
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。 


